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する瞬 鼻 の アjl ヒ男 J8膚 が得 られ この誤 差 は蛋 白誤 差 ヒ呼 ば れか な
り古 くか ら知 られて卜五 一 着 / グ47年 寺山ス)は 正常 贋 水 落 束 を
色素 を聴 売 薬 ヒ して桑 野 萄 水 溶森 で 滴 定 す る し＼わ ゆ る Tコ ロ イ ド滴
定 ｣ ヒ呼 ば れる斎澄 渡 を報 告 し･ 〟-払 署 3)ばか キオ ン議姓 旬 水温
､＼ .. ･.､･ J ,I. ･ .'ー ∴ t: ' .i<･~∴ .:- ,二 ､:
馨舟新 患 を親 告 してし＼る, i/か し 上記 二 法 は L＼す潮 も萱泉 水 溶 液 Y_
jtilを､くれ儀 頁お よび＼ガケ オ ン恵 庭潮 ヒの頗 合体 の牽 詞 の蓑嘉 ノトさ く
コロ /= こ､の荷 電 が p侶 こ大 きく夢 響 きA,tる ため L3it,D像 の餐 贋 を蕉
て∴＼な い,
葛巻は 活 塵潮 か凍 溶液 求 鮭 で蚤膏 と同線 F,H色素 Y-複 合体 射 幸 lj
か つ ミ也)i,コ ロ イ ドヒ Lて潜 在 する こ じか らー /蛋 白誤 叢 に凝 当す rJ
pjj艶 美かL海産 する 二 ヒ包子腰 する 虹 klも に この pH鏡 差 を斎 定 の
陳剰 福 す,i,日豊縫 発 表D変 色 に pF]夜 色 に猛 い変 資が 得 られ るの で 敗
rjL＼か じ考え た｡ も しこ の 音 速 水､巧雛 で あれ は上記 の音速 の穴真 也
聴 か れ る tl両帝 に雨 蛙 を よ8､兼 イオ ン義 経春日二も共 通 な -敵 船 音 速
が得 られ る ニヒ水､予潜 きれ る｡ す な わ ち両 棲 の場 合 はそ の巌 娃 瓜､敬
塵 で あれ ば fIケ オ >済塵 飼 tl叔 邑挙 動 を とる と考 え ら れる レ 薙 イ
オ ン(7)場 合 宙金 属 イオ ン の有産 で 夕方夕7Zム抑･L化 する と考 え られ て し＼
るO､らや は リカチ オン活櫨 荊 ヒ同 じく 70ラスの 荊 啓 を もつ ミセ JL,求
静 定 と れるか ら で･あ る.
着 竜1まこの よ うな見 地 か､ら層 々の pil色 素 ヒ叢 吐剤 水温 液 ヒの慮
主席 同 を pHをい え て粛 べ る ヒ ヒもに滴足 利 に つ し＼て も鹿 討 を加え
各活 娃刺 に其潰 V9滴 澄渡 すな わ ち藩 鹿刺 水溶 液 に pH 蟹 乗 を加 え液
健 を各 々 の Pjf資 秦 の衷 脅威 よ 1)毅 鹿償は た は ア ル ガ f]娃働[に珂 審
L波殿 試 薬 で変 色 臭巻 滴 定 する 各号 法 を確 立 し 堂 の磯 嬢 に も考轟
を加え た. 護た これ ら 滴定 法 を湛 各 止る 二 と )こよ り 非 イ オ ン -
乃ヰ オ _I,滞 . 薙 イオシ ー ア二才 >発 混 合物 の倉 5)]長 者 薮 への束 帯
も親 討 したO 竜た アニ オ ン萄庭 刺 につ いて 蛙 〟也ん乙M ンぞ/也∠ま を市 い
る比骨 法 につ し＼で も検 討 を加 え 契 同分布 に充 分 同 い得 る ここ左 明 ら














親 水娃基 ヒして アンモ ニウム基 .ア ミノ基 ノ ピ lj三‥=ラム基 尊を
もっZTチ オン 海 産東恵一敦 に鹿蛭石 けんと呼ば れ jtの 怒鷺 分布葱 ヒ
してハ ライ ド7羊*シ 象銘 承 泉 す る音速 4)ノ 7エ リシ ア ン私 ガリヒ
水 に簸 蕗鹿 の鹿巌 を生乳 する こ とを利伺 し過剰 ujプエJ)シ7 ン牡 か
･Jを ヨ- ドメ Irリー で度 量 して分布 する 有産 S) 7エロ エア シ叱d
リで荘厳 吐 しめて過 剰 の フ ェ ロ さア ンイヒカリ を適 マ >が ン顧 訂リサ
ムで滴 直 すJ5有産 )` 〝阜軸 &ァZ-&仏 且水 アニオ ン霜渡部 ヒ則 二海
洛 蛙でか つ水 と渡 り食 わ な い有感 象嬢 に葛藤 な虚 を確 ,),カケオ シ
溶接刺 の添 狛 こか )帝か戊 のPl幼 -a脇 に弁解 きれ氷層 に
庚る ニk:を列 間 した E㌢払 渡 G,礎 ま ') 勅 秘 -a-GALa の和 )
に た払 舷 α云7蛇 を轟 添乗 tlする青木 らa)方去 Fjぉよか β/2JO取か-
卿 CAJLe･包蔵 泉索 一乙してアニオ ン請櫨 嗣 ご粛凄 素足 す る
脆 ル侮 3) Z'方渡か､級 奮 され叡 尊舟歌 渡 しして 建雇 々 の療獲薯 泉
ヒ水 に簸蕗 な底 を 盤叔 せ しめこれ乞グ ロロ水 )Lム考7Kと温合 しな し＼
宥漁 港嬢 で瀬慮杜.色す る音 盤 献.多 く報 告 含水て し＼為｡ すな わち色 素
∴ ミ･一 こ一･･′Li.-･′･J･:It･t･l･13一･A.:I,E･iJiJ･(こい一･:/,, ′ ･L-tノ･･.･t.･: -
Eo&/′1みZノ適&二dWzJtBLPLAFC.戸/D 等 亀甲 し＼る音盤 で ある, こ
れ らの 方法 は いず れ もア >モ ニウム虞 7-ラス の 電荷 をもつ 打チ オ ン
藩吐剤に対 し泉打 撃荷 を もっ魯素 あ るし＼妓鼓索 を如 之水に麹束蛙 の
寛 を連夜せ しめることを荊 珂 LPLを渡で清 佐剤藤 肴 の音 速 t攻著 し､
轟 く･ ま た 〃- 頭毎 射 畑 の患者 濠 にお し＼ても後 席 鼓の頗 簸 モー あ
るし､lま不均 -祭に基Dt､く塵 々 の欠 点 毛も J,7= し＼る- 一方 巌 ,殉 法
にお し＼て も鹿 の色諏 Y_愛 東そ 珍も a)の摩轟 の 萎 胤､少 な く鼻凄 濠泉 衷
い ＼b有利 な方渡 にも斬 らず,あま 1)かえ L)象 られ て し＼なし＼｡ 二の 泉
に着冒 して終 末 東の変 色 を政 友すれ ぎょl)優 れ た有産 が得 られ るも
の と居 宅 て蹄 魔 を希 っ たo
l'411
I.7.I,)カチ オ 〉恵庭潮の各新法
64) p〝曹素ヒオチ オ )溝渡刺の題 星摩 吊
▲,･LIJ+?(-･Lj :･:(.･ ;二- ､て ･I･つ.-.-.･,':.1､<〝 二~t･/,･/:･'LiJT7上 や/･'-i-
オ ン蒋鹿 部 ヒ友鼓 して生鼻す る慮 lj覗 ちか に イオン溶 合 をした 革壕
ヒ老友 られるか ら雷魚部 分の養 鰻鹿 追 に大 きな査イヒ ぼTdlL＼ヒ養え ら
れ る･ 事実 FLTg圧 禾すご とくその衷長者 は /∫17nP であるb
二 一､･J'･(√ ､1, ._/-.,･!<!(.. ･.･{ I" 一･.',･ノ′ r･一 ･_LJ･,'--
r･ .-I ... .･･/;二 ･.､･.(･ ･ ･ ./I_･
ヽ
i: ∴ ･ L･,(㌔:､-.;･':-･･t,ン-AI-1･･ I+'と.i-･-- ･J:,i- ･一 ･ .r･=
/･､ .し.上~. ･'r言 .'･I:Ti･ - ･･
iT:'-Lr,"I:.I'tI',I _:F'､･･ /･･･ ･-･二 /,･L -･IJ',･,i-∫. -,>ノ･.,/I-


































'1-･二} ･l =.･･､了 ･ ､ ､/一･:!･ ∴ :･-,･; ∴ ･--.･/I
L}･.･,,･/.. ･,､.･ :･,‥ ･I.I,.I.･.L乙.:I./_,., ･i･.し










･ ･､. :I; ･ .:･.I_/･ : ･′･L ･･∴ ､･･･ ･･ J･ I. ･
･ ､ ･ 一 ･一1..∴-L･./r･.J '･ ･ J -●j･ ･-I､∴･:
一･･･ ･一I',I:･ ,-･ -,A, ･ ･･.､∴ ･- J.i ･
尋 ∠∠血 (p〟=JTIP)
i- ･- ヾtI･' I :''･･!,･､･一･!･ :,･l-/t･,I ･･･J.′ l･t
磨tLd - 1Jく〆 /:Z･5)
合 は 雇 が 渡額 に して新 出 しだ求 笹 で あ り. し＼す.れ の場 合 に も p〟Z･P
で は cILLM Brの ス ヾ ク いレを与 える｡ この ような発象か らcL収
工は 〃0-C,TACPの盤 が盛刺 の CTAcJPに可溶 化さ新 た威簿 e)ス
ヤ ク Iル ヒ考え られ この威 鮭 はミiz)し簡 裁 に粥旦 する CTACeを







































































































































































































































































































































































/{zcdI4 贋 準 濠 の力価 0)決選 /a)I.スクmt2 0'N//クク塩CdI4溶液
を正確 i:ヒ リ水 を抑 え て /9♂俄かLL､ 二の慈 東 にOJmji,-Lot/,柳 l
P/a-cj<T漆 轟 を孤 老,JZ偽β の 〟城 CjlrNHdC2嶺 衝 瀬 を鮒え てpH'C
邑する. この壕束 を予め 〃tLyL-xL∠e乞海 不束ヒ して毅 牽 物項 ヒ して
炭威 ガ)しシウA を 射 し＼て鹿 足 さカ た 〃//M EDTA溶液 で滴度 Lこ
力価 左淡渡 す為.
sDS腰準 寂 の カ傭 0凍 免 :予め p-TD∠L最古ne 法′7)に よ fJ絶 産
PFLスズ70を求 め これ と解 釈 量 よ りか僧 を算 出 Lr=b
第 2 節 アニオン滝塵刺 の変革分析
家 水娃 基 ヒ して 主にス)L,ホ ン厳 寒 ノ廃 酸選 を もつア二 才>芳 塵剤
演 -双 に 虐甲 鹿渡勅 ヒ呼 ぼ車洗剤 の 申 疋 を責 め てし＼る ため に 埠の分
解 法 に阿 すa新 発 も多 いo 前 節 で のベ r=〃色頭y/e刀ebfue乞田 し＼る
Epあれ分布 滴 養 液 は終 末 魚の 凍 勘 二襲 喪 か あ ｡ 巌 盈娠 rbL" rt/8)
a/盈zer A Spz招 ′') 水 村 スβ,)竜 水 ヱノ〕 尊 に よ J)摩 々 の攻 複成､押
､ .I . J .･ ∴ ′ . . .･ て1 .
b/ke のitを大 きくする ヒ tlも に水 原 に対 するクロロホル ム膚 t7)削
合 を大 ヒする こ とに より′ 水封 ら 虐 アニオ >汚娃刺に過剰 の カケノ(
シ薦 蛙刺 を抑 え避 滴定 する 音声 を･ 寄木 せ確 煎薬 を Ne比も-a_i yecL
y･スルホフタレ>祭の色象 例 えば BPB I BrDmクCyeSDlByeefl等の
盤 を河 いる 古漬 を観 壊 してし＼るゥ 二束等 分相 新 湊 渡以 外 の森 塗 潰 ど
して淳勉 yt/ey 港 の運 ,% 3)′p-ro∠よLtdLRe ヒ壕 を締 る産 額 を刺
関 して この壕 を エ ーテル塘 出 し強 豪液 をアjL,かlj廟 草 薮 で落 葉す Ja ｡
勅､ckbク/d速 /7) キ レー ト感 度 ヒ∴bケオン交磯贋 庫 を河 L＼る 観碑疏
顧 ヒの脊髄 窪葛法R)な ど､か･あ 乳 著者は カチオ ン清娃刺 の弁解 に哀
し＼番茶 を希 7:-_塵壌 清 泉法 をア ニ オ ン海 蝕刺 の場 合にも脅 ん と して玖





















































































































































































































































































SDjS -jVだl日 額 合 路 次 87ZCAydy-ate は=塩 企工 手 レン洛液
中で 琵 aA curve(Ijのスべ ク hLを示 し ス7はバ まーf304"I l=
ある｡ i/17＼し この C〟トvelI)ば遭 か に経 賭委 化 し cLtVVei_LD お寺
til(H')に蛮 化 す乳 すなわ ち1占C"∠〆 二等吸 取 兵 を東 しっっ, J'Jo
JmP の竣 和 ヨ液 /bLz31-ガレkの硬政 次席 末 す る･ 二の 家 豪 iまSDS-
N尺 jリ 凄 合体 69常 藤 l=基 づ くもの と老 え ら丸 亀 す なわ ち NR:
水溶液からNR を二 塵Jtlr ケ L ンで華 出 しを 溶 液 {9吸 収 ス /ヾ グ トル
彊 CLrVe(E)で禾 さ九 43∫〃シ仏 に甥 煤塵 犬 を覇 せるh:√JO -Ply
に お いて lま寿 L ど＼1現収 を 泉き rJi:to またSDSに対 して過剰 の Nj:?
な矛打え た7K溶液 β破戒 スペ ウノい いj こarve(RT)で 布 き衷 4ふ∫AyEル に
- .: ~ ･1･ ,. ､･_一･ 一:t･､.:･ ∴･ . .-
∠derと_な って あ らわれ この場 合 建経緯変jt.を承 さす二 二須 溶塊
刺 のNR の希 在 の ために 核合体 の解 簸 b:繍 刺 さ新 たため と解 される
ため であ る0
㌦3.2〕 定讐法 お よさ-毘遷 療 寒
上家 の環 象 か ら37 0サン払 37吸収 を戚 えはSDS O 比 色是尊 の可
能 櫨武 子潜 され るヲ そ こで層 々 の 条件 の腐 封 を 行 /SL＼以 下速 べ る凍
作法 を推 L)絶喪既知 のSDS塩野 いて FL35T二乗 す よう な磯 賓線 を
療 た9 二の壌 音線 を 開 いて 有顛 ヱ雇 のSaSを嵐馨しTkbJeX に
芥 す よ うに位 の 容量 法 に よっ て縛 られた患果 ヒよ く一致 したQ
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着か j･-COO-基 ヒ京毒 して複 合体 を 撞球 す る p〃 色泰 を箆出し膚
rlか っ た = ヒー また一波願 勅 ヒして も壇 当省化 合物iI碍 られ t=Jか つr=
ので こ 加 等 化 合 物 の ア ミ ノ基 に 葛 召 して感 蛙 蘭 で 習0を同 し＼る カ与
オ ン清 蛙剤 の倉胎 宏 の盛 岡 を検 討 しT=｡ (A)佑 SteAryli見L" Lneの
〟且 壊 せ 高 し､グ ラ フ L臭 を席 つ 革 項 で 常 澄 で 富 木 に 帝 Aピ溶 けす､召0
あ､よ びLNjil∠D輝 喜作 河 を親 べ 為に垂らな か､っ た. (5) おi α (C)
はそ れ ぞ れ M 0 L溜 盈 棒 博 を も ち 考 の 水 溶 液 状 啓 の ス ペ ク ト)L蕗各 々
C〟rve1(A- x ∴fZJ QZjL)をよひIcLrVejf(大方は六二∫JZ∫pシ〟)で
呑 きれ 為-rFLg./0) これ ら溶 液 の p君 を 3ど して も 召0の敢 娃 色
を禾 さすtST と5を 加 え ろ こ じ に よ り終呆 東 で ]vtOの酸 櫨薯 を宛 bす
この塚象 適 カチ オ ン清佐剤 と全 く同 L;で あ る.
一 句 JO IAbso㌢〆擁 SIpeeira of〃ethylDy:ji′て3eLn






























































































































































































































































そ 7'轟 究 M//クCの Teg∂ Zo例∠､よ l) 40･2m2の STナノi-(TTegD)
嶺合体 br濁 られ･ また/oク323 の S TBソ ピg♂ 複 合線を分解 する
ニヒ｣ニよリ r/･Ll卵 の S Tβに禰 考せる丸 ウ顧 客 海老 され た ｡
今 TegDヒST BヒbI/:/のモ )L比で鰭 合 すると首ILl宜 /♂0"73
中に 〟gLア例3の STBb:含 まれ る 二 ヒ にrdtL)ほ ほ､一致 してし＼乳
FLLg･// ConddCtoPetrJ Of Teタ ク WLlt4 M/,9♂







また T'e30の絶 轟が ,CO易で か つ / :/で積 金 す る Y-す 叔 ば､LH/'cD
の Te30 2cmt･よ [) I/Z･2珊8 の ST8-Te ぎ0夜烏体 か滅 象 す る 虐
ず である AL､ 臭贋 Lこぼ 40･2ク719で あ 1) =d)吐 i/C･え/",Z･ス -013{7
す なわ ち jJ･70/olと母 り欝ぼ滴足底 (34 -3Jlyg)ピー致 せる.
寺f= TegCをSTBで 督導 豪商盈 す る kF毎 //I:男 られ るゴ ビく
占･ヱ77LL(Jf.ズ %) の臭 t=ワニソクを もつ･ 以 上 の事実や､ら Tc･gク
の 3膚 4)アミ ノ基 の内 7個 が STBヒ感 合 す狛 ;iTe5両岩波 覆 せ る
二と色度窺 した.
寓4節 棄 顔 の部
D.り 韓 料 およ 0鉄 琴
言盈PIPZJ2(Ajは花 王石 けん よ ()tB)(Cjは三洋藷 潜 よ E)顔 与 され たま
の を野い r=.
pH登索JSTと‖ま轟 一 騎 と同 - の もの を珂 し＼. ¥の か 瀧"1決 定
毛 第 -蔀 に準 じて行 っ た｡
0.2〕 電 導 餐滴 定 は島 津 敵 襲 愛 尊 卑車見 簾 蜜 を衝 いて膏 志 で行 っ たQ
D･3〕 Te80のSTBを問 し＼る牽尊命新
zO例J･のH//oC溶 海 を ヒ t) PvV,OHCLFPH ヨ ど L,/Y//CクSTB
zク J,Tl.を壌韓 下lこ加え 生成する 与を演歌をが テス 7Iルター ('Nc,4)
で済別′∫0 1]Ll,の蒸 留 水で水琵後 顧窟 威 圧下 PzO∫ で巌 量 に な る ま
で乾煉 著 者 を劃定 するb
D.4) Te30-STβ線 各体 の命 帝
/ez30-5TB嶺 金庫 /oc ガE3 を tlIJア 吐 ト>/9m/･に患僑 ′ /L9m!Z
のjlcOH, /,Zク Pll･LZ)HID -39 j13CL之,/9 LZ'〟LC/ を抑 え て /蒋
(ゴア)
珂 窺歴 して凝 滞教 d･JZ5rD針om ocrL-Sク∠pILS〆 e試 養 え 萄 藍 加 東 集 薯
に な る ま で o:/〟 N盈0/1 で終 東 進 療養 す るb つ し､で SorbLまol
/08 を 抑 え帝 恐tとフY/N 〟盈0〟 で終 末臭 まで海象する. 対 照 ､乙して
夜 食ノ格 を和 え ず､に 同- の壌席 を行 う.
0,//V〃aOH/訂 ≒3/p/7"3⊂Cb掠)AB
D･5〕 Tegoお よa･Lc)喝 項 のKie/dah∠法 に よる 墾泉 の剰 定 は軍
属yl一癖試験渡 によっ 7= o
(中ロ.)
第2章 イオン性言性別の滴定機構
蔚鼓したイオ >塵清睦刺 の p〟 色 素 左裾 示薬 とする滴定まはFLg
/lj=泉 す ご＼とく活ノ蛙靭 水溶 液 に友 対 電 荷 をも つ pH 庵 泉轟 を 餌え
し溶液Ⅰ〕二の溶液IのpH TEガチ オ ン 請櫨 劇′ 帝催 謡瞳 剤の場合
は轟 承栗 の pH 衷骨 塊 よ l)顧 慮剤 に ア ニ オ ン清娃刺 の場合 は ア心
ガ り娃劇 に弼拳 (溶液且) L,各 々 の清 姓剤 ヒ良着 して頁 食塊範 を搾
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矛 であ リ C再C城 上 で の高 娃覇 車 で の 魯索 の ス ペ ク い'Lは単 量麻
のそれ に近 し､浸 すIであ る, 準置 麻 の スぺ ケ ト)'しの わ か っ て い ろ CK
に つ い て巷 老 てみ る t:C件の 単量 練 は タグ71プ`′血 [:入 別盈八 を もち
五鷺 路 idナ銅 Jmy にAか.盈X を も っq Lか LC韓 の カチ オ ン謬蛙 風 早
で の ^,y!LRxは diJ,A/P t=あ I)軍費 体 ヒ ば仝 く契 っ たス ペ ク 巨 レな与
え る- そ こで 渡 す･こ車 等 を 象 と 薄 粗覇 の 境 を素 敵 してそ の fL貴命 布
庚 を求 め た t=ころ 召0ノ BPB′ 7-roOO′ N/<に つし･＼では愛 東 と
汚娃和 訳'lニloPモル ぬ ぐ福一良 し CjZもNa か､各 産 ずる ニ ヒ から
貯 ら く t:tの モル 蛙 で 蕗農 す る も の 乙雇 え られ るク 責た 二ilらcD
壕 結氷 に準洛 櫨 で あ リそ の も のの水 落 液 のス ペ /)トル 憶 割 産 守 るニ
ヒ滝 で き rcI-いが､ しか＼し蒲 娃剰 水 温 嵐 に葛 藤 で その ス ペ ,} トjL,lS請
娃粛 水 溶液 に各 pl 登 纂 水落 液 を抑 え た も の Y一食 く間 !=､ス /ヾ ク T舟
を与え るo 二の 蛋 彊碓 うオ ン活 匪利 水 洛 嵐 に も簡 洛北 され C,常 の 場
各 の鹿 は 濁楓 の ス ペ グ L )レ壱 争え る 久､p月 を b＼え る と教 壇 するo 二
i,Lらの事 象 は鞄 濫 魔物 項 の ミ廷)しに clる 軍 泉 北 tI軍歌 老 泉 詩 経葦 合
体 の過 剰 の着 感剰 i=よる 司象匿 に盈 JjLlくス ペ ク トル夜 叱 , すな わ ち
本 項 酷 に は教 養 イオ ン ある し､浸ノ＼ロダ ン イ オ ンの代 りに謡 娃刺 イメ
)か,癖合 し 老 素 分 31の粟 璃 贋 造 に寄 与 -する 牽 き状 態瓜頂 化 し たニ
ヒに よる もの と養 え られ る -
2.2) カチ オ ン馬 連郵/,K溶液 i二よる /vlO水森 泉 a')亀草 魚 葡 亀
ア ル打 り桂 に お ける MD のスペ ク 巨 1/ヒ門0 -お手 オ ン霜 佐 和複
合 凍 if)か手 オ ン 清 鹿刺 水 温 液 中 で のスペ ク いレ乃jl "ほXに あ藷･リ達
し＼武､ない ニ ヒか ら頃 合 終 車 の魯 素 部 分 の共 鳴贋 造 に あ ま u大 き rJ 変
化 は 希えに く L＼｡ 清鹿剰 ヒpH色 素 の複谷線 が l: /C)モ ル比 てそ
h tjJれ結 各 L,r-_もの であ る こ klは虜 合 体 の元 素 各節 樋 か ら弼 らg＼に
tjhっ た友､ pI0,t<渡海 を CetyLd庸 e≠h/伍 ′1,Z7t芝の/?乙onLan7bro胡 ∠de
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離 Ti/7殻 勅 をヨ ウ兎 で 宴壇 止 しめて fグ♂445/lで止せ す る 仇 All∠･steJ--
∠L･sk 速4L7) ぉよひ､その教官法線 ' ァ ンモニタム コバ )レトケオ シア
サ ー ト D錆壕 を ク｡ 口 九 )LAを 溶液 と して £Z ク〝モル 当たは 3/3,u/-′ノL
､､l･3Hl:､;･∴I-=･-` ∴･･_, ､＼ ~ L.･ :･､_･･/ ･-/ ∴
が ら無色 に賓 を す る ニ i1-毛 利 瑠 して とム07′伊 で､破産喪 を測足 す/エ
育 ,LE Jク) fJビ 水知 られ､ ∈0誇 導 体 の定 置敦 ヒ Lr射Ilて 弁解す
る ′イor3- 凍土/J次､知 らケ(て -＼る-
著 者 店前 貴 て の べ たイ オ > 瞳汚唾刺d)蓬畳 ま ID衆 理 が 薙 fオ ン
斉建都 か､債 務 コ ロ イ ド覇 権賓 を 看 す る ことか ら 轄イオ ン 窟確 執 の
安登宏も竜 野で きる ので 攻+GlL＼い と養 え て新 しし＼盈凄 滴 定法 を濁 る
目的 で研 猛 を行 つ TT=0
3.㌦り i,jl孝 素 ヒ兼 イオ ン着 権利 ヒカ海 星 握 岡
･ J - .I ､ 一 ･






? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ?
二∴.I./)






















































































































































































斜洛漁 /ozRL につ き 〃//クgaC∠22勿/tz.定 め た｡
-･:-∫: _).I:-'J ･:∵∴･- -,:-I.-･!_.{丁 _-
βGrL.tL/光 CカlクrL1-de












/.a dcぞ∫ 加f coL等ulate
.､.. ,- ●一 一 ●./ -I













'5F盈/ilPJe.I/9 1互 ｡r fl/,♂" 勅だ JL9LyOl/～
rE行aJZt: 叫//クC S.T.a.50㍍ 一
3.7秒2｡3) 教科 溶汲 め貴賓 β影響
イオ 上座 清魔 劇 の場 合濠象可簾+i試料J%鼠 の潰 牽 ヒ各島畦刺 の
'1円C ヒの何 に 建碑 閑々像 か､諺 か -1弟 たか､･.鶏仁オ シ 芳 産別 の場 合
/=ljあき lj軍 産 な閣 僚 Ld駿 め られ す ･EO甘納 rlモ)L数 d)大 き い も め
3)方 かl停 濠 薮 ま で萄 象 で きる 境 南 水､見 られ た に す ぎ fc;かつ ,r-= o 又､
イオン経 済佐和 二叙 とめ られ 邑･lE:FjわceJS/=兼 当 寺 る 薮 壇 韻認 め
られな か っ たO ニ加商兼 イオ ン活 直射0,3繊摩 ′ミセ)L萄 婆の 差 な ど
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































る汝殿 J7弓液化 Y,い う偉 容 友小 さ い艶勘 二お い て凄養 液産 の 珂熊櫨
次､巷え ら来ろ.
4.3.2〕 定牽凄みよび一度董纏東
上塊 の媛 象に基っ し＼て雇 々の 希梓 の鹿 討 を行 若 い蔑搾 法 を確 り
二i)腐雅 浩 を常し＼て 濫金物 五度曹 Lr=結 果 を Tib/em に示す｡
アニオン落度刺 1モルに対 し非 イオ ン海佐剤 Z モ)Lの温 毎鹿 まで√
yOl久瀬 の毅差 で患塵 する こ と永二で きるo
r&乙ble既 F Pどtピr〆 aaむ07Z Of即 ∠ク7L∠csJ花 7ZCが 07H.CS
･./ '･･一°,･ ･ ･ .i .､ ･･一■ ‥ ･
/如Ic,zJcS aかon∠､cs -;JZg 解cDVeけ (I"{2_) /0,VLO.











/LZ.4∫ /4-/タ グ銅 LP /}･gZ タi･2ダ /3.裏 紙 占8
/I.i/ /ク･ムグ Si7.7g /♂.♂J al,Jy P･34 73,㌔グ
/3,占,Z //35 83.占4t //2f SiZ.74 /a衰 グ7,∬
/i;クク /,Z､クヂ 蹄 zi /I.j/ 虎～′♂4 //∠ク 77･しえf
/i,itク /4.0'7 鉦 39 /3.3ク taE.J恕 /),ダ9 クダ/チ
AjLt'0カL-cs:{jPLLcf/て//クzD anElo/zlc,S 5,3∠払tLfcjZ
脇plcnLTcS･〟//OL? 刀D,Zy∠pカencL w脇 /a uクL･fSoje頭//Ll〝e
oxL'de s,oILLむ 072.
77trd'7tIP7//クク C/./-1C乙 5.9iLtJo/1_
著 作渡 ,+顔料 溶液 /O -zcガ′∠ を 正確 に とリ Z(3滴 o～//クOD〟尺


































































ニ射場 と非 イオ ) ,5塵 初 が増 加 -,る と沈毅 の可 液化 が起 り鱒 東 京 の
鞠 新 も困襲 ヒtJるため に款差 も} き くf=C)'る, 又アニオ ン清蛙刺 の教
痩ヒ しく)A:卜1/Zクク迄寒馨 し得 る_
7友b/e認 狂 Ge5,∠L/∠S,obt-Li上.JqeCI vv右2々 クLOl之p-
r盈tL-0 才 LaE7ZJク/Z∠七s a月d ?I.PJZicノZurS
was cjは 'Z3ed
-"Ll.cj 〟//ク♂ -7{/.oJ ～/" ♂ 4n3･oj 5Ds
7ZクhLク/2LCS SD S (Adcled) (Found)
D /D 28j O Za.J♂
/ /' ,/ 27.79
2 / / '/
{ // ,/ /
5} ,/ ′/ ヌク占L*
〕 J- /4,友子 /3_7∠










脇 j?LO仇Lcs:〟//LPa 〝クAy/i,Ae"a/ W湖 /atzかtJ 4 -頭yleAL-
,/,,､∴.亡 ∴つ∴言IL.:.I,i.
7ttr諾/7∠:〟//i,ク C7刀rJ ∫ク/zLiLO〝.
4.3ユ 3) 紫 イオ }着 艦 魂 の麿 確 zl差 に よる 影響







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































iP々櫨 に席属 され る凝働 数 を轟 dLご得 られ 署 薗線 郡 (Ot-LJ曲線 )撹
同族列 β凄 類 に よ ,)冥乱 侮 Jme, 72)汝 この ような 為 菜 を主 ヒ して
覆 車 の問題 7こ濁 して凍動 静 釣 に取 親 し､.最 並 L'本 ガ) は東 端基 勉 環
を厳寒 に顔 救 うた め)=萄劫 窟伝 凄 行列 法 を導入 した, 山 本 7=よ 永ぼ
(ユ)式 私
学 - 糸7T/(nナ/jナ3/(77ナノ) 一一一一-一一- --一反)
で表 わ され ここで J は未磯基 と撮 動数 に よっ てき苦 る CoJW ta/t
で･良庵 に Jゴ熱 関原 で ある_ -音字野､町 田 74)ば っい √薗額 にお し＼て
(/)頚威 部 分 の腐 婆も､よ か､万場 水､不変 な曜 l),一足濠 動数 にも Iiる
7ヱ-i)劫線 の閏 喝 は 英俊 お よび 泉威 基 に無常ノ殊 で あ る o 反)二条利
･Z)同観 列 聴 食物 に お し＼て 筒 -逐 鹿 屋 ヒ対 応す る 吸 収 帯 の液数 差 楓.
磯 の良 さ (21十l) ～こ運 虹m]する｣ ニ比 を予 渡 した一 寸tjわ も t2:)東




二 二 で 町 =つけ た 5比離 i=亮 ′tr‥っ の 卑超 に ′っの薗 線 が､軍 産す る
J _一. II: : ･!.J~_.. ･さ＼ ･: HL､ . .:.･. ･＼.
Lの (4)泉 か ら ､l･
占
署射 ‥ 7ニ_(糾 /)7r/チ十す-1一一一-小 一挫)
O)式 を引 く塗 (I) 式 か㌧得 られ と/) の渡 部 を軍 る,
7r
学'
漢 (ス)式 に お い て 各 々ス -'の 同族 列 を 51〟#∠ズ ).ぇ で 表 わ し/塗
の産をと離首一
名 -ケヱ-I(jIト(細 プ… ) 二 一一一-(占)
-i二軍･1. )'･.I､1･'(i:L＼ こ′. 7.1百･･_､川･･_:･､_:･:‥ ･1, pI･.
apz花CjZltLL耽 byM Z昆E に 適 才L 親GyL基 の簡 素 の東 泉 にた し＼して ′jt
v'Lrl,')
の着 同 塵 を閉 られ に す る ニ ヒオ ごー きたd
5,2.2〕 合 3-形 お よLl.兎 務 塀 取 帯
二の 薬 剤 の聴 金 物 に 関 するX 線 結 晶解 新 の報 告 噴 泉 7T=t寛 号 ら な い
か､東 端 の N十(cH,)3 基台身Ia3回 轟 を もっ の で 畝 最 軌 こ対 する ccn-
fDrpza出C花彊Staタaa7-i fクy7m次 一` 粒 あ る /=す ぎ rdlL＼｡ 書 だ 水 系 絡
合 を確 り稗 母 い ので分 子掬 相 互確 固 が､夜 勤 入 piク ト)Lに 与える影 響
は ア )i/キ ル 顔 長 に あ ま L)珂ノ魚 し7:C;い と香 え ら れ る一 幸 象 測 定 した/4
塵 の物 賓 に つ き 泉 鴻 畷 軟 膏 の解 磯 は きb め て濁 叔 して し＼るD /fO♂√-,I/
以 下 の 泉 鶴 畷 収 啓 の ら ち 痔 亀 の 明 ら か な も の ]:つ い て 7Ta>b/e′紀V)ド
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L5）試　輝1
　割高豹節実験の部記款の古法に従し・・豹章恥飾で命飯さ
メ｛ていな～ハつた下記の3種の魂々γ乙翻凝殉砲・膿姻μ規伽加嚢を
含叡レεか脂ぐ切。0よワ勇緒精製した．一暇に畷湿柱の物蜜が多
いのでノ汐クの堰賊して元素分オ弥し．結1累を厩〃θ×孟1＞ぐに示．す．
ガ吻∠云ゆ78絢乙翻〃〃π・馳μμ伽勉必εば東京此畝の製爵を凹し・た・
　　　兀妨∠ε，Y〃♪〈　F∠顔ぞ彦詮rγ・4阪∠γ5～3辱／鬼とゐγ∠、．0ノ歌2e
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結 込1三碧
の　　イオン柱・活柱葎］はクK溶1液状態でρノプ色：素ヒ翻亙イ箏用一を・もち，　密ト
　々の〆三門の団変色旧劇酸胴ある・咽アルか磁覆三四
　にち’いて・も変色せすづ宏三三を加えるこヒ．によ0絡永：莫で変量す’る．
　こ一の現象を利用して々チオン活柱剤，　アニ亥ン活柱剤．両柱活，柱
　削の容量分」祈法を確立した．　すなわちカチオン活牲剤およ谷．アミ
　ノ一門ン翻両鑛齢切場合指示回して岡・殉乙ρ伽弱
　β櫛・卿鋤！痂・．乃卿・∠汐∠雌、乃つ解・〃飯・ω、ご・・桝
　γ記を回し＼「谷双の声変四域より酸騨D・ρβま調節して，
　テトラフエニル：本ウ「1秦ナトリウムご3丁β）．　ラウリル硫酸ナト
　リウム・‘SP3），　iヨウィとカリウムカドミウム、などを滴定春い乙し
　て各々の〆重素の酸柱色の堤わ焔知で滴是すろ．坊アニ
　オ・三三舳まぬ贈創r記（駅）ま指示薬とし卿を脈の〆
　変色威よリァルヵり柱測に調節してN尺0アルカリ柱色を示す真
　琢で磁参∠か碗8劫／4〃即∂π‘1〃πご〃ク泳ノe（C川6乙）で滴是する・
　蒙た．微量（ぷヌ，ろク匹乙へ／〃〃よ／碗∠）のアニ才〉活陛痢の是量には
　〃尺一アニオン濡柱剤複合，体を二塩イヒエチレンで柚出、抽出液を
　33ρ〃アで絶是回す砺勘噛劾であ蓼こ巴を明らか回した．
ぽ）前述のイオ〉陛油脾切滴下薇揃＝つし・て．二煮ら滴是次ミセ
　ル生疹～能を＝もつ　毛ののあ～に一霊1用できiカ、ク　ご肖ご　のノ1＼さい＝も　の頑…石臼
　濃褒まで適用でさることがら．　ミセル形成が滴是磁掃に渓1与して
　いろ毒のz考うと、ω色素一活柱初複合、体（の単灘，区）哲素の活柱朝
　溶液に・よる電導度滴是．G　）ご卸Cと変琶しの岡孫　ω／・〃琶素の
緩衡液中あはび三三坤での惰電気泳動などを担討し考察を加
　え紀二〇結巣全体Zしぐ四病をもつミゼルに色素一活三三複合
体が暫まれ琶素が言泉化すうために最初七色雍が下色すべさ液
　性においでも色素鳳変色せず滴是が進行するに従い溢誰の活蛙剤
分豹書淑ケするため～こ，ミゼル平衡はモノマー倒にす丸一言．
　　　　　　　　　　　　　　（ノ〃8）
　難溶柱沈鍛が生威するために．より少し＼済柱剤分5でミセルを形
　成すろはつになるが’1終永曳で憾⊃のようなミせ）レも下り耀なぐ
　なり，　酸ヌ：博アルガリによる一色素一済柱剤複合体の結合かき蘇変
　色すろこと：を珊らがにした．
のエチレン方キシド（εo）型ゴ軒イオン活騨撤旅z＋と水溶柱
　0∂X〃幻岬、塩創乍a　こ取はST5と一自色のポに不蕩柱の頓合
磁イ陥こど蕩はび’ご・・馳r・♂（CR）が圏これら尋財わ甜
　執ヒ相互作婿を必ちC只の変一色藪よウ酸牲側の淺駐においても蛮．
　毫せチ，5下3を加えるとほ爵禄殿生或の完結莫で目色すろヒ・・
　，うイオ〉棟活柱剤ピ非常に類似した現葱を見墨し　イオン柱涛柱
　鋼の腸・合’ε淳～こて操イ誓法を作り匠ρ耐加モ：ル数の異・る（石0重・合
震・ρ磁・）砺・／∠塵縦一，∠盈・・汐∠・嗣誘導伽・下臥購
　果匠∠）総加モル数と∫下13消費纏日数の呵にはほブ直線等圧、が認
　めら教蛋0基6モLノレに対し3Tβ／モ三ルガ↑結合するこヒ武ロHらカ＼
　乞かD、　彦∂副加乏ル教の測是に膚．i効であ．みことム噛明らかになつ
　そ．更にこの莫姦明励・κ干るだめ’二用いた活柱制の三〇量を
怖桝π肪法1・従って漫興しついで蝦わ活・脇一三一S
　Tβ複合体を吻（翼zによつ分解しθ泥ヒ∫丁βが複合体中で／！Z
　のモ三ル比で’肩を一することを綱らかに　し、　下記のこヒさ組．野比を＝も
　つことを知った。　墾：三分揃一の結黒はこの権門を．裏ゴけろことガで’
　奄～た．
〔尺（ア解H・）％（・c8・CH・）・一箋岡士〔8鰍）4魂
　麦殿
　　≧ρ結果赤法は附加芒ル数の掻是と同時1＝症量法ヒして毛用い
　繹：，る‘こヒ．を爾らかにした．
催）　上述のイ六〉柱あ・まが1非イオ・ン住活蛙朝の容量’分所法の．組合せ
　によるイ：オンー罪イオ〉混合吻の分別是量：法につi＼て検討した．
　方チオンー非イ：オン系、ではまずカ’ラ・才ン男柱剤箪独の定量法を編
　いてカチオン／モルに対し非イオンスモルの混合物まで±／％の
　　　　　　　　　　　　　　（／∂の
　誤差でガチ；オ〉活・催」削を是　でiきろ．　つい（乖イ亥ン成・分につい
　ては・惹ずカチオ〉三三剤威をδ丁β髪加えて沈殿せしめた筏
　非1イオン活づ生三毛穂塒の逢羨法を適：用して非イ．オ〉／：ヒルに対し
　カチオン40モルの混合物まで主｛ぐ％の誤差．で非イズン飯分を是
　量ごきろ．　一型アニ穴幽ンー廉イオン混’含系では三二アニづ〔ン活ノ腔
　袖単：独時のi楚：量法を岡しk・て、アニ9ズン‘／モルに対して傘ろオ＞zモ
　ルの混合物まて・土よ易の誤差でアニオン三分を是量できろ。非イ
　オン純分の町回『にば蓋す・アニ才〉活粧剤をβ易塩どして寵平せし
　めっいで誰イオン門柱剤単独麟の是等まを準回すろこヒ．により非
　イオン冗モ三ルに対し・アニ坑・ン・ざ一モ」レの混．合物…まで士6一彦の諺差で
　非イオ）・鼓：分を髭遷で’蓉る、　　　　　　　　　　　．，
‘の二様しンキキシド（焉6））、1％ロピレン才キシド（ρ0）の
　βん二戸殉〃…　である肱γ…記型非イオン活陛剤の三〇，ρ0
　の翻成比の決是法を赤外吸脈スペクトルを庵し、て確立した．すな
　；わち．　このイと：合物の凶・ダ％ごα4　溶液のソご冠3乙Z9ズ∫o撚｝～）、レご〃2
　ご疋3クF∂ビワ多‘｝りの坂光褒を測是し．　こめ吸光葭の比の対数ヒEO乏
　ル％の同～こ直・線廣「孫が：落在つることを利凹した毛ので．標準三二
　1とし　て7ドリエ：・チ・・レ・ンタリ　ニ7一　）レ，　オぐ0フ6ロピレンクいりコ・一．ルを用
　いるこし寡でさる．また酒手畷光界数を求め二二二臥・る二成、分
系の寒量法によ身ても類似の結駆再た，本法膨耽・レンベー
　ズの分ヨ：量尻干；る場合で毛また分3一量未知の場合にも癒蜜でさ誤
　差は土ナちである．
　　一方親下酒墓の射純嗣招すろ自魯でがチ云〉活四切一種で
　あろ魂紗乙か碗θ齢／乙8〃乙〃批幻πあっ〃亙4εの工尺入ペグト）レにつ
いて稀一行恥・磯一γ疎乙・ヂ翻ぬ噌のβ配岬2・趨岨
　を解：附しこれがアルキル鎮長の決、是法ヒして有劾であるこヒ．を明
　らかにすみヒ同時にβ㌶ど戸ゆ多渚83飢躍の2’3の規凱粧につい
　ても実鹸的に集グけるごζができた。
　　以上看看はρβ色素髪罵い、界面門柱を函淵した新しい界面渇
　呼野の髪量法・を得ろヒヒ毛に　イオ〉性．非イブrン柱回合」物中4
　　　　　　　　　　　　　　（／／の、
谷飯：分の是量〈の応甫についても検制’を掴え左i。　重に界薗活腔剤
の分析π燕外畷淑ズベク’トルを応用し従来その組戯法是が極めて
困難祖さ嶽ていた戸∠舛。β乙C型非イオン活註叡の翻叡比を決是づ
ろとzもにイズ〉姓活粧剤の親蜘駐都’分のアルキル鎭像の決是法
を雌立した．
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